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部 品 番 号

図 面 番 号

名 称
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4

5
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胴板外圧

N-1/4B

YD10357-3501-05

11

200.00

0.00

SPV235

100.00

10.50

3.36

92.00

7.10

2.29

-13.20

1.00

0.00

STPG370-S

1.50

0.920

0.00

0.00

0.00

802.06

802.06

1.00

232.32

252.00

74.52

穴 の 補 強 （ 補 強 板 形 ） 内 圧， 外 圧
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腐 れ し ろ

溶接金属部分の寸法

溶接金属部分の寸法

溶接金属部分の寸法

溶接継手の効率

Ａ =

補強の有効範囲

(1.0を超える場合は1.0)
f = σ /σ

f : f と f いずれか小なる値

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

η

Ｙ

Ｈ

Ｈ

0.920

1.000

243.22

11.00

26.25

100.00
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別添１ 特定設備の技術基準の解釈 第19条第１項(1)，(2)，(3)，(4)

穴の補強に必要な断面積

胴板・鏡板 (内圧) Ａ = ｄｔ Ｆ+2t t Ｆ(1-ｆ )r rn r1

胴板・鏡板 (外圧) Ａ = 0.5{ ｄｔ Ｆ+2t t Ｆ(1-ｆ ) }r rn r1 平板 Ａ = 0.5ｄｔ r

当 該 断 面 が 長 手
軸 と な す 角 度 θ °

Ｆ
穴 の 補 強 を 示 す
修 正 係 数
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N
2
㎜

厚 さ

外 径 Ｄ

ｔe ㎜

㎜p

注１は / 頁による 注 2は / 頁による

必
要
面
積

補
強
有
効
範
囲

の

検

討

材
料
の
強
さ
に

よ
る
低
減
係
数

穴
の
補
強
に
有
効
な
断
面
積

ｂ

ａ

α

㎜

㎜

㎜

※1

2

補強の有効範囲

補強の有効範囲

1

2

r1 n v

r2 r1 r3

(1.0を超える場合は1.0)

(1.0を超える場合は1.0)
f = σ /σr3 p v

※2

※3

㎜2

㎜2

㎜2

㎜2

㎜2

㎜2

㎜2

㎜2

① = (D - d-2t ) t fr3enp

② ※4

③ = ｂ ｆr32

④ = 2(t -α) f hr1n

⑤ = ｃ ｆ2 r1

～⑤の合計

⑥ ≧ Ａの検討

※１ ： 穴が長手継手又は，胴板と鏡板との接合部の周継手を通らない場合，１

※２ ： 次の算式により得られる断面積のいずれか大なるもの

= d(ηt-Ft )-2t (ηt-Ft )(1-f )r1rnr

= 2(t+t )(ηt-Ft )-2t (ηt-Ft )(1-f )r1rnrn

※３ ： 次の算式により得られる断面積のうちいずれか小なるもの

１） 強め材の無い場合

= 5(t -t )f tr1n

rn= 5(t -t )f tr1n n

rn

２） 強め材のある場合

= 5(t -t )f tr1n

rn= 2(t -t )(2.5t +t )f r1n n

1

e

※４ ： 次の算式により得られる値

１）強め材の無い場合

２） 強め材のある場合

② = a f

② = a f
r12

r22

A1

A1

A3

A3

A3

A3

A3

A1

注1

注2

計

算

≧ Ａ

※5

※５ ： 穴の補強に有効な断面積

この値と算出式とが違う場合は補強の有効範囲を考慮した為である。
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